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岡 崎 　 　 登

あらま し一一一金属の 疲労破壊進 行度 にっ い て 起 電 力 を 検 出

す る 方法が試み られて い る。（材料学会 第42期講演 会 ユ993、5

仙 台）．、　 類似 して 地震 岩石の クラ ッ ク発生 時の 破壊 寸前の
．

瞬 間の ギ リ シ ャ VAN法 SES （Seismic　 Electrie　 Siuna［）電 ifLの 検

出法が 地震 丁・知に 成功 して い る 。　 前第6報 で 水の 表 面 界 面 の

，k笄きエ ネ’レキ
ゴ
カ｛　2．7kcal．ド鵬 q レ、B ．1kc己 　！mol 〔O．11e冒〜O．33eV ）

に 対 して 高 圧 τ
・
水 の ・k素 は O．OlleV× n侮 1，Z．2、．〜6．7＞で あ

る と した。　 よって O、OlleV級 の 電導固体的水素が ク ラ ッ ク 発生

に よ り ク ラ ッ ク 表 面 に て 液 体性 O．11〜0．33eV級 に 変 化 集 積 放

1孜す る に 伴 い 岩 石 内 を0．OlleYthの 固 体 的 結 合 の 水素 が大量移

動す る た め 竃流発生 す る と提 案 す る。　 地 震 岩 石 が 液 状 化 する

の は 周知で あ り，金属は CNO な どの 不純 固溶物は 水 の 最 大 密

度機 構4℃ の 活 性 化 機 構 に よ っ て 溶 解 し 液 状 的 に 塑 性 変 形 す る

と 前 第6報で 提案 した 。金 属 岩 石 両 者 の 液体 化機 構が証拠で あ

ろ うとす る。
討論 一一一前第 6報 第 Z図 に て・S した が Nrledt は 化 学 的 測 定 で

加 工 O．OIO 洲
一
3tee ［で O．11e＞ ［ti　trQgen （〜VloeV）は 加 熱 と共

に 析出物Fe遇 の 溶解が 発生 して 溶 解 止 ま る とほ ぼ
一定で あ る 事

を 報 じた B　 こ の エ ネル ギ 値 は 同 じ第 3図の 水の 水素活性化エ ネ

ル ギ値 と一致 して い る。　 O．OlleVの 基底 エ ネル ギ憤の IO倍 で

あ る O．11eVは 温 度 変 化 に 無 関 係 と な り 液 体 固 体 装 通 で あ る 事

を 不 す u　 こ の 事 は 環境温 度が 4℃ で な く て も不 純 物 溶 解 は 最

大密 度 機構 4℃ の 活 性 化機 構に よ る との 提 案に 妥 当 で あ る 事 を

示 す 。O．11eYXn の n も1．2，3，4 ．5．6 ．7 と7まで で ある 事は 第 4

報で 示 した が こ れ らの 条 件 に よ D こ の エ ネル ギ 条 件 の 時 は il，O

の Hは 固 体性 と液体性 の 2つ の 不等 性 水 素 結合 の 場 合 と考 える 、

医学で 悪 玉活性 酸素 を論ず る の に
一

方が 抜 けた不 対電 子が 提案

され て い る （東邦大橋詰）．　 そ して 問題 は 同 第 3図の ご と く界

面 表 面 は 2．7kcalfmo 【（O．11eV）の 3倍 の 8．lkca］／■ ol （O．33eV）で

ある 事で Drost−Hansenは バ イオ 工 学の 原 点 と し 筆者は 第3 ・4

　 5報で 表面 か らの outdiffusion 欠 陥 ボイ ドな どの binding　 en ＋

ergy と提案 した 。又 表 面観察は 電子顕微鏡 な どで 発表 され て

い る が虚像 偽像で な い と の 保 証 は 無 い と eup ＆ COfie 　 fracture

現 象 を例 示 して 指 摘 した 。岩 石 の 破 壊 の 時 は ク ラ ッ ク 発 生表

面に て の 圧 力解放 に 伴 っ て 0．OlleV級がO，11eV〜O．33　 eV 級に な

る訳 で
．
あ る か ら吸 熱 反 応 とな り マ ン ト ル 付近 で は 熱 水 とな り

エ ネ ル ギ不足の 時はO．OlleV級 の 大 量集積 0．11eV級 化す る と見

な し液 状 化 す る とす る。　 そ の 時 の O．011eV級 の 固 体 電 導 水 素

の

鷺
力

勤鑽欟躍認 鞴 默灘濃簿
゜

　　　　　　　　　　　　 　^　　　　　　　　　　　　《

触れ る事 は 出 来 な い が観 測 され た 計 量数値の 関係 は論 じる事は

出来 る e　 阪 神 大震 災に お い て 地震電磁波異状 を報 じた十指 を

数 え る報告 は マ ス コ ミを巻 き込ん で 賛否 両論 が展開 され た が

岩 石 を割 る と電波が 出 る と 言えば そん な バ カ な事 と言 うの が

発端 で あ ろ つ 。
　 1995年 4月 Tri8ger 誌 で 河 野

・
長 尾 が ギ リシ ャ VAN法 を 紹 介

　して 地震予知 に 成功例 を示 した。　地震 学 と 違 う物 理 学 地 質 学

　に よ る地震予知学 を提 案 した が 量子論 は 勿 論 化 学 生物学 医学

等 多くの 自然科学分野 が関係す る事 にな る。　量 子電 子論は
一

時 の 便 法 に 過 ぎな い と す る CERNの Bell主張 を バ ッ クに して い る

訳で あ るか ら 置子論否 定で あ り反論 出来 ない 限 り学 校 教 育 され

て は な らない 事 に な る。地震 予知学 は数 千 人 の 生命 の 問 題 で

もある事 を思 えば 軽 視 した り 無 視 する 事は 人道 問題 で あろ う．

さ し も壮大華 麗 を誇 っ た 量 了電 子 論 もBell論 文の 書名の ご と く

Th（／ ghos し in　the　atom で ある か ど うか高温超 伝 導 金 属変 形 論

等 な ど と同 じ く ．．
つ の 接点 それは地震予 知 学で ある と言 え る。

　長 尾は 又 次 ぎ の ご と く報 じた （後 述 資 料 集 よ り，混相流 9

巷 、1955、2号 ）e　ア メ リカ は ワ ーク シ ヨ ッ プ を開 き結論 と して

NSFに対 し
”
WAN は 有効 な 手段で あ る

”
との 勧告 を行 い ．　 EC は

VANth の 研究 を 1991年か ら正式 に サポート し現 在 に 至 っ て い る。

　次 い で9月 Quark誌 で 上田 が 成 功 率 を 7割 と 評価 し 11月電 気

通信大 に て 公 開 シ ン ポ が開 かれ て 上 田，早川 1 藤縄，長尾 HolcLレ

an ・ ， らの 解 説 ．論文 で 資 料集
”
電磁気 現 象 と地震予知

”
が発行 さ

れ て SES電 taは 圧電気刺 激 効果 に よ る との 提 案そ の 他 が 紹 介 さ

れ て い る。筆者 も圧電 気現象その もの が問題 とは した が チ タ

ン 醸バ リウム は 120℃ で 結晶変 態 が起 こ り 鉄 の 硬度120℃ 異 状

と符 合 して い て それ が 問 題 とす る。早川は VAN法の 提 案は 直

流電流の 変 動に は 有効で あるが 0．01〜10Hz級の 磁気波動の 発

生 に は 適用で きな い と して ，岩 石 の ク ラ ッ ク 発 生 に よ り圧 電気

効果な ど に よ り電 荷 生 成 が起 こ り，パ ル ス 状で 複合 して 電波 放

射 とな り，磁 界 強度上 昇が 起 こ る と提案 して い る。　クラ ッ ク

数 早 さ汰 き さか ら前 兆初期 1 ・2週間 前の 急激 な ク ラ ・ ク発

　生第1期 ，ク ラ ッ ク サ イ ズ は 大 に なる が 電 波 放射は 沈 静 化す る

　休止期 ．数 日前の ク ラ ッ クサ イ ズ の 上 昇効 果 が効 く第2期の 磁 気

　強 度 上昇 とな る と して 米 Calif．ロ マ
・プ リ

ー
ダ 地震や グア ム

　地震の 磁界強度変 化を 論じた 。電荷の 発 生 は 水素エ ネ ル ギ に

　よ る と して い る 筆者 は こ の ク ラ ッ ク 起 因 説 が 定 説 に 成 る 事を確

　信 す る。 パ ル ス 状 にな る とか 第 1期 第2期 とか は 地球 地質学の

　問題 とは 思 わ れ るが 金 属疲労で もス トラ イエ
ー

シ ョ ン とか停留

　ク ラ ッ クが 大同題で あ る が，全 く無縁 と は言 い きれ な い 。前

　兆先行時間 に関係 する とさ れ て い る SES電 流 3種類の 頚別 は岩

　石 の 破壊 形態 の 類別 高圧
．
ドの 単 純 引 張 り破 壊 か 疲労 破壊か

　ク リ
ー

プ 破壊 か と材 科 破 壊屋 は 見 るが 偏見か も しれ な い 。 確

　か に 地球 地質学の 同題で は ある が どの程 度関 与して い るか 問題

　と思 われ る 。　PhotochePtistryと して Tline−resolved 　 luminesc −

　ennce や PhotoiSOmcrizationと して 親 水性疎水性 溶解粘性等

　の 水 と 超 高 圧 との 関 連 に 於 い て 追究 さ れ て い るが 地震発 光や

　ラ ド ン 濃度変化 ガン マ 線測 定な どが 報ぜ られて い るの で 水 が

　決定的関与 して い る事が窺 える。　 この 分野が 地震 予知学の 本

　命 と見 られ る。地 震予 知 に お い ては 磁 性観 測 が 有 望 の 様 で あ

　 るが 第 3報 高 温 超 伝 導で 示 した が その 本質は 不明で あるの が 通

　説で あ る 。　磁性 に 密接な超 伝 導 温 度分 布や 鉄の 変 態 温 度は 明

　 らか に 71013 ℃ （又 はK）の 算数組み 合わ せ で あ っ て 71013K

　は 水素の 溶解 蒸発 気体の 活 性状態 の 3っ に 対E・す る と筆者 は

　提唱 して い る 。複雑溶液 を研究テ
ー

マ に して い る ア モ ル フ ア

　ス の 権威 新物 理 学 会 会 長 米 沢 は 21世 紀 の 科学 は
”
水
”
が 創 る と fら

　　　　 　　　 　　　　 　　　 　　　　 　　　　 　　　 　QtE）
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　1994年 小 池 らは Al合 金 複 合 材料 に お い て 高 速 超 塑 性 に

最適な 温度 に お い て 界 面 な らび に 母 相 粒 界 が 融 解 す る 事 を

示 した が その 吸熱反 応 と高速性 は 極め て同 題 で あ るの で解

析 を試 み る。　 吸熱 ピークの 8ZIK は 次 ぎの 様 に なる

　 821K・548℃ ・（260℃ ＋14℃ ）x2

　既 に 述 べ た 様に 260 ℃
・13x20 ℃ とな り 20℃ は 液 体 水素

がペ ア 結 合体 で 13℃ は 気 体 性 水 素 と 液 体 性 水 素の 結 合体 と

なる．　 そこ で 鉄の 場 合 は

（1） O〜77℃ の 温 度 域は 　10× n ・7℃ で 硬度 軟化ス ペ ク トラ ム

を認め た の で 7℃ の bcc 固体 的 と液体 的 水 素 エ ネ ル ギ 結 合

状態は 10Xn ℃ の fcc 液 体 性 水素 ペ ア結 合の 強 い エ ネル ギ

状態 に 引き込 まれ る と見 な され る。っ ま り bcc→fce（α →
γ ）

が進行 しやす い 事 にな る e

（2） 77〜120℃ の 温 度域 は 7Xn ・10℃ で 軟化ス ペ ク トラ ム な

の で その 時は 逆に fcc→bcc（γ
→α 〉が進 行 しや す い 事 に な

り 第1報図表 で Deco叩 osition 　 of 　 retained 　 austenite と

して 示 した 。

　 それ で 260℃ ＋14℃ の A［合 金 の場 合 は 14℃ の 固体 性O．011

Xn の 水素エ ネ ル ギ 状態 は 260℃ の 液体性 と気体性 水素 の

　 O．11eVの 共 鳴的超活性 状態 に 引 きこ まれる事 に な る。

　 O．OlleV 級が O，11eV級 に な るの で ある か ら 吸熱反 応 と な

る。所 が 鉄 の 静的 塑 性 変 形 の 時 は 冒 頭 で 述 べ た 様に 又

Leslie が 多 数 の 析 出 核 を転 位線 に認め た ご と く すべ り帯は

す ぐ に fcc→bcc に な る。　 fccが存 在する 事は 第2図Nriedt の

1．leV の 存在 で 1961年 に 確 定 して い て ，狂 っ て い るの は オ ウ

ム ば か りで な い 事 を示 す が fcc→bce は 排 熱 反 応 とな るが　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o

　 Al合金 複 合材の 場合は 超 塑性 に す るため fcc→ bcc を許 さ

な い 様 に高 速 変 形 が 必 要条 件 とな る。　 こ の 試 案が 妥 当か ど

うかは不明 であ るが 液相 の 発見 と ともに 塑 性変 形 衝撃試

験 静 的 試 験 発 熱 現 象 等 の 根 本 問 題 と見 られ る 。

　 人間体温 36〜37℃・13x2 ＋10〜IO × 3＋7℃ に お い て 36℃ は

！3 × 2が 多分 発熱 効果大で 発 熱反応 と見 られ て 37℃ は前記

の 吸 熱反応 で あ る事 に な り 36℃ に な る と温 度上昇 し 37℃ に

な る と温度下 降する と言 う 温度幅 僅少エ ネ ル ギ消 耗僅少 の

温 度値 で 他 の 動物 と比 較 し て 進 化 の 課 程 を 見 る 思 い が す る 。

　 チ タ ニ ウ ム 材の 真空 中 空気中 の 両者の 疲労試 験 の 結 果

菅野 は 真空 中 で は試 験 片 に 温 度 上 昇 を認め て 疲労特 性 が違

う と した が 疲労 の 本質 を知 る上 には問題提起 に な る と思 わ

れ る。 荒 谷 は 脆性 熱強 化ガ ラ ス の 端面強度研 究で 浸 漬し た

媒 体 の 誘電 率 に 依存 して 破壊荷重 や ク ラ ッ ク 成 長 が 違 う事 を

報 じたが ，ク ラ ッ クの 発 生 成 長 に電 気的機構則 ち水素 の 固体

的機構 が 関 与 し て い る事 を示す。

　 鉄 の 降 伏 α 〜
γ　（bcc −−fce）説に 基 い て の 提案 で あ る が 第

5報で 示 した 様に K6ster実馼の 歪 み 量 8Xまで の 話 で 8X以上

は CNO 濃 化の bcc一δ 相 に 成 る e弾 性部 α 相 O．！leVx7・

　O ．77eV 第1塑 性 部 γ 相 O，11xLO ・1．leV 第2塑性部 δ相

O．11 × i3・1．43eV （それ ぞ れ 18．9，27 ．O，35 ．1　 kcalん oD と

一60一

成 る．こ こ で δ 相 と見 な され る 歪 み 量 で も K6ster は 200℃

ピ ー
ク 則 ち γ 相 を 認 め て い る事 で こ れ は Cup ＆ C。 ne

Fraeture で 第 5報で 述ぺ たが 表 面部の エ ネル ギ解 放に 依 る。

　静的 試験で は δ 相 は 認め 難 い が 高速 試験 脆性 衝撃試験

爆 発塑性 波試験 で は認め られた 。　こ れは 　 前述 の 　Al合 金

の 時 と違 っ て 　 析出す るか ど うか の 問題 と見 られ る が CN

O 濃度増 加 に よ る と考 え られ 　引 張 り強 さ　疲れ 強 さ　脆性

破 壊エ ネル ギ等　材科学 の 基盤で あ るが 　2 段に なる理由な

ど全 く不 明で ある。

　 こ こ で 注 目す べ きは O．11× neV の み な らず 第4報 で 示 し

た 様 に O．011× neV も多 く認 め られ て い る。銅の 場合 も同

様 で あ る が O．oneV は加工 が必 要条件 で もなく 数又 の 超伝 導

材で は O．OlleVと O 」1eVは 同
一

曲線 に 共存 し て い る。 又 第

2図 の 水 の Hleh　temperature の 時　 l　 keal／mol （O．03eV ）ま

で 測 定 され て い る （コ ピ ー不 良 原 図 提 出）。従 っ て 加工 変形

で 表れ 易 い が 液体固体 を問わ ず 凝 集 系総 ぺ て に 固 体 水素

に よる O．011eVk「 と液体 水素に よる O．11eV系 が 共 存 して い る

事に な る。　こ れは 絶縁 体で あ ろ うが 導 電 体 で あ ろ うが 水素

酸 素 が あ る か ぎ り 絶縁 水素 導電 水素 が共 存 して い る事 を意

味す る e 入 門電 気現象 のエ ボ ナイ ト摩 擦発 電現象 や 絶 縁 体 水

晶な ど の 圧電気 現象 を説 明で きる。電子 論に依 る とすれば

い か な る 説明 法 か を知 りた い が 又 量 子 論 の 水 素 か ら電 子 を

取 り出すの に 13．5eVとは 大エ ネル ギは 理 解 出来な い 。 こ

れは 地 震前兆 の 地電流 測定 電 磁波測定 ガ ンマ 腺 測定 そ し

て 明治 以 来 の 前 兆発 光現象な どの 岩石 変 形 破 壊 機 構 に科学

的根 拠妥 当性 を提 出 す る。　 超高 圧物性実験 測 定 に お い て

Bridgmanは 水 につ い て 次 ぎの 様 に報 じた

　 1500kg ／cm2 の 高圧 で 現 らは れ た

　 体 積 極 小 点 　 　一4℃ 　 − 10℃ 　 は

　 2500kg／cm2 以 上 で 消滅す る

こ の 測定結 果 は 4℃ 機 構 10℃ 機構 を今 まで 提唱 して 来 たが

O℃ に お い て対称 に な っ て い る こ と は O℃ が強 い 活 性 化状 態

に よる と見 られ る が 鉄 に お い て Wils。n は 130℃ に て

Serrated　Flow を認 め 池 田は一130℃ に て 同様 Serrated

Flo” を 認 め て い る。　 　 従 っ て 一4℃ − 10℃ は ・4℃ 卜10℃

と同等 機構 と見なせ る。　そ して 今まで 論 じて 来た様 に O．11

eV の 4倍 10倍 の 活性化 状態で あ り　液体 水素の 関係す る 結

合 状態 で あ り 絶縁性で ある と した 。　それ が 2500kgfcm2 に

て 消滅す る わ け で あ る か ら 高 圧 に よ り液 体水素 が 固体 水素

にな BO ．011eV級の 電気 伝 導 性 とな る。従 っ て 地震 に お い

て 発光や地電 流変化 電 磁波 ガ ン マ 線変 化の 前 兆 現象 は地

震雲 ネム の 木電 位上昇等 と共 に 当然 と 見 られ る．
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